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図 １ 　ダジックアース：直径 ２ ｍ










































































































































































































































































































































































































（小学生 ４・ ５・ ６年生）を対象にアンケート
調査を行った。解答者は保護者28名（うち ６年
生 ０名， ５年生 １名， ４年生 １名， ３年生 ２名，
































































































自分の興味 72 17 7
②プログラムの内容に関する
子どもの興味 66 28 3
③子どもたちの天体への理解 45 48 3
④子どもたちの音楽や楽器へ
の理解 62 38 0
⑤ダジック・アースの映像は
効果的か 79 17 3
⑥プログラムの時間の妥当性 52 38 3
⑦やりとりや交流の適切さ 62 31 3
⑧小学校での企画について 86 14 0
⑨次回の参加 83 17 0
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発 達 教 育 学 部 紀 要
たと言える結果であろう。
４ － １ － ３ 　自由記述から見えて来るもの
子どもの自由記述は，12件（ ４年生 ７件， ５
年生 ５件）だけだが，そのうち地球儀の工作が
楽しかったというのが ３件あった。（ ４年生が
１件， ５年生 ２件）また，天体に大いに興味を
もったという記述が ５件あった。全員 ４年生で
ある。「音楽といっしょにむずかしい地球も楽
しく学べてよかったです。」「宇宙の知らないこ
とまで聞けておもしろかった。」「嵐のけしきや，
火星や，木星が見れて，地球はこんななのかと
思いました。」「次の皆既月食を見たいです。」
「音楽を聞けて楽しかったし，天体のお話と工
作を出来て楽しかったです。」アンケート調査
では，多くの子どもは解説より音楽の評価が高
かったということだが，このように強く興味を
持つ子どもが数名出たことは，今回のアウト
リーチの充分な効果が見て取れるということだ
と考えている。
成人の自由記述は，希望，アイデアについて
11件，感想について16件の計27件あった。「選
曲と月や星の話がマッチしていてよいと思いま
す。ダジックアースが効果的に使われていまし
た。選曲が大変よかったと思います。 ４， ５年
対象の工作は他にどんなものがあるか知りたい
です。 ４～ ６年，又は全学年でききたいです。
（理科教員）」の他にも「近くで生演奏を聴き，
肌で音を感じることができました。（ １年生の
保護者）」「アットホームな雰囲気で，かつ，内
容が充実していて，とても楽しめました。（ １
年生の保護者）」「生演奏と最先端の研究に触れ
ることができ，子供も私も大変貴重な体験をさ
せていただきました。（ ３年生の保護者）」「子
供の楽しめる音楽ドラえもんで興味を集めたり，
最後みんなで歌を歌ったのが良かったです，音
楽にお話し，工作と子供の楽しむ事が沢山でと
ても喜んでいました。子供だけでなく親の私も
大変興味深く大変勉強になりました。ダジック
アースを使ったお話しはとてもわかりやすかっ
たです。（ ２年生の保護者）」のような全体的な
肯定評価が多く，他に今後も機会を増やしてほ
しい，ダジック・アースが効果的で素晴らし
かった，演奏や選曲が良かったという意見がほ
とんどであった。その中で， １件だけ「子供た
ちもが知ってる曲を演奏してほしい。低学年に
は気象の話は難しいのではないかと思います。
（ ３年生の保護者）」というのがあった。荒川の
これまでの経験から，年少児の保護者から同様
のコメントが多く出るのではと予想していたが，
今回はこれ以外，ほとんどが肯定的な意見で
あった。「男の子達は，天体について良く知っ
ていて答えていましたが女の子のせいかあまり
知らないようでした。星も良く見える所に住ん
でいるのでこれからは話題にしていきたいと思
います。（祖母）」など，影響を与えたと思われ
る記述が多く見られた。同様のものとして「デ
ジタル地球儀　素晴らしかったです。 ９月初め
まで東の空に赤いものを見つけたら火星だと教
わりましたので子どもとお空を見てみます。
（ ２年生の保護者）」「天体のお話は分かり易く
帰宅後に図鑑で楽しめそうです。工作は，たく
さんの種類の星を作ってみたかったそうです。
（ １年生の保護者）」など天体の話の効果の大き
さを物語るものが多かった。「事前の案内がプ
リントにもっと具体的に内容が記載されていれ
ばもっと保護者の方も興味をもたれて出席され
たかなと思いました。年齢的（小 ２）に惑星等
に興味が出てきたので面白く学んだと思います。
（ ２年生の保護者）」と，もっと多くの人に見せ
たいと残念がるものも数件あった。
以上のことから，今回のアウトリーチの特に
天体の解説部分に大人は大きく満足しているこ
とが分かった。
５ ．総合考察　今後の課題
以上，京都の私立大学付属小学校における
「天体と音楽コンサート」を対象として，アウ
トリーチの可能性について考察した。児童たち
は，「天体と音楽コンサート」とミニ地球儀づ
くりの工作を体験したが，双方非常に興味深く
取り組み好評だった。科学的な知識を解説，音
楽，工作といった，耳，目，手による刺激に
よってさらに印象付け，感性を刺激することと
なり，非常に教育的に豊かなプログラムになっ
─ 88 ─
小学校におけるデジタル立体地球儀ダジック・アースと音楽によるアウトリーチについて
たと言えるであろう。より緻密に生徒の行動を
分析することができればこの点について更に説
得力を持って語ることができるであろう。今後
の課題としたい。気象や惑星に関する音楽作品
が多くあると認識でき，ダジック・アースの美
しく迫力ある映像とともに音楽を体験したこと
によって印象が深くなり，イメージが豊かに広
がることになったと思われる。「火星大接近」
ほか，保護者と児童との家庭内でのコミュニ
ケーションが深まる話題を提供することもでき
たと考えている。小学校教諭によると，子ども
たちの音楽に対する興味が以前よりも増し，楽
器だけでなく，楽曲の背景や特徴などにも視野
を広げて，様々な視点から考えられるように
なった印象があるそうだ。今後は追跡調査に
よって，緻密に検証したい。
頭上の雲や，天空に広がる星々は，太古の昔
から人類の興味をかきたてるものであった。天
体と音楽の歴史的な関係性は，古代のピタゴラ
スが提唱した「天球の音楽」にまでさかのぼる。
気象や星の，同じ現象を見て，科学者たちはそ
の真理を科学的アプローチによって解き明かそ
うとし，芸術家たちはそこからインスピレー
ションを受けて芸術作品を創造して芸術におけ
る真理に迫ろうとしてきた。その事実を，そし
て科学や芸術における真理の探究とはどれほど
知的好奇心をくすぐるワクワクすることである
かを，この「天体と音楽」のアウトリーチに
よって豊かに示すことが我々の到達目標であり，
大学が目指すべきアウトリーチの姿であると考
えている。
今後，同様の取り組みをしているケースとの
差異化を行い，歴史的・地域的な軸を自在に横
断，交差する様々な内容の構成を考えて実現化
していきたいと考えている。自由記述に「色ん
な楽器にふれることが大事だと思いますので，
興味があるものは，楽器に直接ふれ合いたいの
でそういう機会をつくってもらいたいです。
（ １年生の保護者）」というのがあった。高価な
楽器を触らせるのは損傷のリスクを含み難しい
面もあるが，参加者とのコミュニケーションを
活発にすることは極めて重要であるので，ワー
クショップ的なプログラムも開発していければ
と考えている。
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